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日
部
行

5り
賀
発
達

日

　

町

1
0
県

月
岡
巻

毎
福
水

帖
附
棚
岬

誹
謝〃　．1

仙

削

　

血

糊

町
調
仰
脚

一
．
“
調
脚
肝
用
刑

盆

　

踊

　

り

各
地
か
ら
〝
お
先
に

ど
う
ぞ
、
あ
り
が
と
う
″

夏
の
風
物
詩
、
盆
耶
り
大
会
が
各
地

区
で
盆
の
三
日
間
、
盛
大
に
く
り
ひ
ろ

げ
ら
れ
ま
し
た
。

全
国
の
有
名
な
　
－
　
踊
り
、
　
－
　
流

し
に
比
べ
る
と
、
は
な
や
か
さ
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
ふ
る
さ
と
を
水
巻
で
過
そ

う
と
帰
省
し
た
人
も
ま
じ
っ
て
、
家
庭

的
ふ
ん
い
気
の
楽
し
い
盆
踊
り
大
会
。

各
地
か
ら
か
水
巻
音
頚
″
や
交
通
安

全
に
一
役
か
っ
た
．
お
先
に
ど
う
ぞ
、

あ
り
が
と
う
″
　
の
州
が
聞
こ
え
ま
す
。

こ
1
猪
熊
町
住
で
も
、
各
隣
組
に
リ

ヤ
カ
ー
で
作
っ
た
．
移
動
ヤ
ゲ
ラ
″
を

中
心
に
子
供
も
大
人
も
輪
に
な
り
、
毎

日
練
習
し
た
成
巣
を
ひ
ろ
う
し
て
い
ま

し
た
。小
・
中
学
生
の
み
な
さ
ん
、
夏
休
み

も
後
一
週
間
、
事
故
の
な
い
よ
う
注
意

し
て
楽
し
い
夏
休
み
に
し
ま
し
ょ
う
。

町の人口

7月末現在（）は昨年比

人　口　　26，374（＋831）

男　　12，853（十464）

女　　13，521（＋367）

世帯数　　8，034（＋287）

町の面積　　10．82短2

スポーツ少年団・伊左座ヤンキース全国大会出場を記念して

テレビ生放送：8月27日（月曜）3時ＫＢＣ　亀ザ・ろ－かる竜
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大

　

会

　

成

水
巻
町
は
惜
し
く
も
総
合
で
昨
年
に

引
続
き
芦
屋
町
に
つ
い
で
二
位
で
し
た

が
、
種
目
別
で
は
、
陸
上
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
庭
球
、

卓
球
、
剣
道
な
ど
で
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。
ま
た
、
陸
上
で
三
人
の
町
代
表

選
手
が
次
の
と
お
り
大
会
新
を
つ
く
り

ま
し
た
。

競
技
別
優
勝
チ
ー
ム
は
、
九
月
二
十

三
日
、
四
日
に
福
岡
市
を
中
心
に
行
な

わ
れ
る
県
大
会
に
郡
代
表
と
し
て
出
場

績
し
ま
す
。
各
選
手
の
ご
奪
閏
を
祈
り
ま

す
。大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
陸
上
一
般
男
子
一
位

▽
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

一
般
男
子
一
位

▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

一
般
男
子
一
位

一
般
女
子
　
二
位

青
年
男
子
　
三
位

▽
軟
式
庭
球

一
般
男
子
一
位

▽
卓
　
球

一
般
男
女
　
二
位

青
年
男
女
一
位

▽
パ
ド
ミ
ノ
ト
ン

一
般
男
子

一
般
女
子

壮
年
男
子

位位位

一
般
男
子

▽
軟
式
野
球

陸
上
大
会
新

。
男
子
百
研

。
男
子
2
百
桝

。
男
子
4
百
刑

。
男
子
百
桝

1

1

秒

9

2

4

秒

4

5

8

秒

7

金
城
鉄
男

宮
原
隆
志

（
水
中
）

（
南
中
）

▽
剣
　
道

一
般
男
子
　
三
位

青
年
男
子
一
位

▽
弓
　
道

ｕ
秒
3

大
坪
隆
之
（
一
般
）

総
合
順
位

一
位
　
芦
屋
町
　
二
位
　
水
巻
町

三
位
　
岡
垣
町
　
四
位
　
遠
賀
町

1
亨
．
一
・
－
「
・
・
．
．
．
Ｈ
．
…
．
．
，
・
・
・
・
ｈ
′
ｉ
主
・
・
・
1
．
弓
…
ｉ
，
1
・
ム
コ
・
’
・
ｊ
，
．
1
Ｉ
・
．
ｔ
．
ｊ
一
Ｔ
－
1
－
－
ち
’
よ
1
1
一
．
’
・
・
・
一
．
－
1
1
’
さ
‘
も
・
ｊ
ま
ｉ
・
ｌ
一
．
ｔ
ｊ
．
’
ｈ
′
ｌ
ｒ
ｌ
ｌ
三
一
…
．

・
…
コ
ｌ
Ｈ
・
・
・
・
・
・
ｉ
！
・
・
・
・
弓
さ
き
星
・
…
・
2
上
・
て
・
…
・
・
ｉ
・
－
・
2
・
・
ｔ
号
・
ｉ
・
・
・
星
・
・
・
・
1
言
．
ｉ
ｉ
′
・
・
－
雪
・
一
…
・
・
7
皇
蔓
・
・
・
・
…
労
音
は
…
日
日
門
川
川
日
日
は
式
日
ｔ
Ｓ
Ｈ
Ｙ
は
Ｈ
詣
Ｈ
‥
誌
‖
㌣
冒
鋳
”
”
ほ
封
－
芸
‘
諾
い
月
‥
男
党
首
＝
柑
Ｈ
Ｈ
．
亨
・
・
，
ゝ
・
ヲ
毒
・
・
・
・
亨
・
・
≒
呈
・
・
・
呈
…
－
了
・
・
7
1

，
1
．
．
．
．
．
ｉ
．
ｒ
Ｔ
，
・
．
．
．
．
ｉ
・
．
＿
．
．
・
・
・
．
．
．
．
‘
・
一
つ
ｔ
ｉ
＿
・
，
．
Ｉ
Ｔ
ｔ
，
・
．
，
．
・
‘
・
一
．

今後の健闘が期待されるバドミントン部
岡
垣
戦
で
8
回
ま
で
完
封
し
た

青
柳
投
手

ス　ポ　叫　ツ　は個人を健康に．／　町を　明　る　く．／

宗書山㌔
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吉
田
　
グ
　
ラ
新
設

八
月
中
旬
か
ら
、
旧
南
中
学
校
跡
地

に
呈
口
田
グ
ラ
ン
ド
″
工
事
が
、
来
年

三
月
の
完
成
を
目
ざ
し
て
始
め
ら
れ
ま

●

ン

　

ド

工
　
事
着
工

工
事
期
間
中
は
、
附
近
の
か
た
に
大

変
ご
迷
惑
を
か
け
る
と
患
い
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
大

し
た
。こ
れ
は
、
町
北
部
に

か
猪
熊
グ
ラ
ン
ド
″
が

あ
り
、
南
部
に
も
と
い

う
、
地
元
の
強
い
要
望

も
あ
り
、
早
い
工
事
が

望
ま
れ
て
い
た
も
の
で

す
。
こ
の
グ
ラ
ン
ド
の

財
源
は
工
業
再
配
置
促

進
費
補
助
金
と
虹
費
で

つ
く
ら
れ
る
も
の
で
、

広
さ
は
、
猪
熊
グ
ラ
ン

ド
と
同
程
度
の
も
の
と

な
り
ま
す
。

型
革
の
出
入
が
激
し
く
な
り
ま
す
の
で

子
供
さ
ん
に
は
現
場
に
近
よ
ら
な
い
よ

う
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

5

5

年

版

県
民
手
帳
の

予
約
受
付
け

県
で
は
、
昭
和
5
5
年
版
福
岡
県
民
手

帳
の
購
入
予
約
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
手
帳
は
、
県
下
の
市
町
村
の
状

況
を
く
わ
し
く
集
録
し
、
日
常
生
活
に

も
役
立
つ
、
便
利
な
手
帳
で
す
。
み
な

さ
ん
の
良
き
伴
り
ょ
と
し
て
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

価
額
　
大
型
版
　
3
2
0
円

普
通
版
　
2
4
0
円

希
望
さ
れ
る
か
た
は
8
月
3
1
日
ま
で

に
役
場
企
画
係
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

ご
存
じ
で
す
か

中
小
企
業
金
融
公
庫

「
工
場
設
備
の
近
代
化
を
図
り
た
い

ん
だ
が
、
資
金
の
都
合
が
つ
か
な
く

て
…
・
…
上
と
お
悩
み
の
中
小
企
業
主

の
み
な
さ
ん
　
ー

工
場
の
新
設
や
拡
張
、
設
備
の
近
代

化
や
公
害
防
止
、
そ
れ
に
産
業
安
全
施

設
の
整
備
な
ど
、
必
要
に
応
じ
て
資
金

の
融
資
を
す
る
「
中
小
企
業
金
融
公
庫
」

を
ご
存
じ
で
す
か
。

こ
の
中
小
企
業
金
融
公
庫
は
、
全
額

政
府
出
資
の
金
融
機
関
で
、
規
模
と
し

て
は
国
民
金
融
公
庫
と
並
ぶ
大
き
な
も

の
で
す
。

融
資
の
対
象
と
な
る
企
業
は
資
本
規

模
や
従
業
員
数
に
応
じ
、
つ
ぎ
の
四
ク

ラ
ス
に
わ
け
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▽
資
本
金
一
億
円
以
下
で
、
従
業
員
三

百
人
以
下
の
製
造
業
や
建
設
業
、
運

送
業
な
ど
十
業
種

▽
資
本
金
一
億
円
以
下
で
、
従
業
員
千

人
以
上
の
鉱
業

▽
資
本
金
三
千
万
円
以
下
で
、
従
業
員

百
人
以
下
の
卸
売
業

▽
資
本
金
一
千
万
円
以
下
で
、
従
業
員

五
十
人
以
下
の
小
売
業
、
運
送
取
扱

業
、
理
・
美
容
業
な
ど
十
七
業
種

融
資
方
法
は
、
こ
の
公
庫
特
有
の
直

接
貸
付
と
代
理
貸
付
の
両
建
て
の
融
資

方
式
で
、
国
民
金
融
公
庫
と
同
じ
よ
う

に
一
般
貸
付
と
特
別
貸
付
と
に
わ
か
れ

て
い
ま
す
。

内
容
に
つ
い
て
く
わ
し
い
こ
と
は
最

寄
の
支
店
、
出
張
所
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

Ｊ
ｌ
、
Ｉ
〃
ヽ
ん
Ｌ
ｌ
で
〃
ヰ
Ｌ
ｌ
も
〃
ヰ
Ｙ
〃
0
㌔
∑
㌦
忠
′

Ｉ
ｌ
ｌ
や
〃
も
”
1
7
“
〃
0
－
－
〃
笠
㌔
ｇ
Ｊ
皇
亙
〃
号
Ｈ
Ｙ
〃
ネ
ｈ
ｌ
ｒ
や
〃
ｎ
Ｙ
〃
や
ん
〃
や
〃
Ｊ
Ｙ
〃
ト
、
ル
ｕ
ｕ
〃
ヰ
1
け
や
き
1

1
ク
も
ヵ
は
や
〃
0
－
－
〃
も
ん
し
・
い
〃
ヰ
”
〃
も
〃
ｕ
”
ケ
や
み
Ｈ
ｕ
〃
へ
ん
〃
も
〃
は
ｕ
〃
ヰ
〃
Ｈ
や
〃
ｈ
Ｉ
－
〃
や
〃
リ

ー
、
Ｉ
〃
も
ん
〃
や
〃
は
い
〃
や
み
Ｈ
や
〃
す
ｈ
ソ
ヽ
ノ

Ｉ
、
・
“
〃
ヰ
ん
〃
、

．
〃
ふ
”
〃
や
ん
は
、
Ｉ
〃
せ
ハ
〃
ヽ
〃
ｕ
ｍ
〃
も
ノ

Ｉ
〃
ｕ
〃
ヰ
”
ケ
ヽ
〃
Ｊ
、

Ｉ
〃
や
ん
〃
や
〃
も
ー
〃
も
ん
い
、
Ｉ
〃
ヽ
ん
〃
や
ｆ
Ｌ
ｕ
〃
せ
ん
生
∑
こ
・
㌦
℃
忠

敬老祝金をさしあげます
町では、75歳以上のおとしよりに敬老祝金を次のとお
りさしあげます。

（う　もらえるかた
明治37年12月31日以前（75歳以上の人で昭和54年9月

15日現在、水巻町住民基本台帳及び外国人登録原票に登
録されている人。なお、9月15日以前に亡くなられた場
合は該当しません。

㊥　もらえる金額　1人　5千円，
㊥　もってくるもの　印鑑
㊥　支払い場所　各地区の公民館

㊥　支払い日時

地　 区　 名 支払月日　　　 支 払 時 間

立　　 屋　　 敷 9 月12日　 9 時00分～ 9 時10分

み ず ほ 団 地 （水曜日）　 9 時20分～ 9 時40分

伊　　 左　　 座 ク　　　 9 時50分～10時00分

二　　 町　　 住 ク　　 10時10分～10時20分

上 ク　　 10時30分～10時50分

林．　 住　 宅 ケ　　 11時00分～11時10分

下　 二　 町　 住 〃　　 11時20分～11時30分

下 ケ　　 11時40分～12時00分

吉　 田　 の　 一一一 ク午後 1．時20分～1 時40分

古　 田　 団　 地 ク　　 1 時50分～2 時ｆｏ分

吉　　 田　　 ∴ ク　　　 2 時20分～2 時40分

吉　　 田　　 三
（緑 風 園） つ 2 時50分‾3 時10分

鯉　　 口　　 区
（鯉口団地）

ク ［3 時20分～ 3時30分

兼　 吉 二　野 ヶ つ 3 時40分～3 時50分

頃　 末 （南北）

（水巻苑 ・松園荘）

ク　 上 時。。分～ 4 時。。分

木几 9 月13日　 9 時30分～ 9 時40分

古　　　　 賀 ・（木曜 日）　 9 時50分～10時00分

新　　 生　　 街 ク　　 10時10分～10時20分

宮 ノ 下 社 宅 ク　　 10時30分～10時40分

オ八　 社　　 宅 ケ　　 10時50分～11時00分

古　 賀　　 区 ク午後　 1 時30分～ 1 時40分

梅 ノ．木 団 埠 〃　　 1 時50分～ 2 時10分

高　 松・団　 地

（高 松 区）
ク　　 2 時2ｂ分～2 時40分

梅　 ノ　 木　 区 ク　　　 2 時50分～3 時00分

樋　　　　　 口 ク　　 3 時10分～3 時30分

猪　　　　 熊 ク　　　 3 時40分～4 時00分

猪　 熊　 町　 住 ク　　　 4 時10分～4 時20分

※高尾団地は個人に通知。

差　別　な　く　し　て　明　る　い　社　会
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三
種
混
合
予
防
接
種

日
程
表
を
よ
く
見
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
児

。
第
一
期
の
接
種
、
満
2
歳
～
4
歳
ま

で
で
初
め
て
受
け
る
子
。
3
過
～
8

週
の
間
隔
で
3
回
受
け
な
け
れ
ば
第

一
期
は
完
了
し
ま
せ
ん
。

。
第
二
期
の
接
種
、
第
一
期
の
3
回
接

種
が
終
っ
て
か
ら
1
年
～
1
年
半
経

過
し
て
1
回
だ
け
。
（
都
合
の
良
い

日
）

▼
日
時

。
1
回
目
　
9
月
4
日
、
5
日

。
2
回
目
　
9
月
2
5
日
、
2
6
日

。
2
回
目
　
1
0
月
1
3
日
、
1
4
日

。
追
加
日
　
1
2
月
4
日

時
間
は
い
づ
れ
も
1
4
時
～
1
5
時

▼
場
所
　
町
民
会
館

▼
注
意
事
項

。
当
日
の
朝
、
体
温
を
計
る
。

。
前
日
ま
で
に
問
診
票
を
役
場
衛
生
係

に
と
り
に
く
る
。

。
問
診
票
に
印
鑑
の
な
い
も
の
は
受
け

付
け
ま
せ
ん
。

▼
次
に
あ
げ
る
幼
児
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。

。
熱
が
あ
る
。
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
。
1

年
以
内
に
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た
こ

と
の
あ
る
。
慢
性
疾
患
（
腎
臓
、
肝

臓
、
喘
息
な
ど
）
に
か
か
っ
て
い
る

。
は
し
か
、
お
た
ふ
く
風
邪
、
水
痘
な

ど
に
か
か
っ
て
1
か
月
以
上
た
っ
て

な
い
な
ど

心
酎
な
点
は
主
治
医
に
相
談
を

母
親
学
級

▼

日

時

　

9

月

3

日

、

1

0

日

、

1

7

日

1

3

時

3

0

分

～

1

5

時

▼
場
所
　
役
場
酉
別
館
（
1
7
日
は
農
業

団
地
セ
ン
タ
ー
）

▼
対
象
者
　
初
妊
婦

母
子
手
帳
を
持
参
の
こ
と
。

母
子
手
帳
交
付

母
子
手
帳
の
使
い
方
及
び
妊
娠
中
の

保
健
指
導
を
い
た
し
ま
す
。
必
ず
1
0
時

ま
で
に
会
場
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
9
月
3
日
、
1
7
日

▼
場
所
　
役
場
西
別
館

▼
持
参
晶
　
印
鑑

9
月
の
周
配
ご
驚
談

ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に

▼
日
時
　
9
月
7
日
、
1
7
日
、
2
8
日

1
3
時
～
1
6
時
3
0
分

▼
場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

▼
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

県
交
通
事
故
相
談

▼
日
時
　
9
月
4
日
　
1
0
時
～
1
6
時

▼
場
所
　
中
間
市
市
民
談
話
室

海
上
保
安
学
校
・

保
安
大
学
校
学
生
募
集

▼
受
験
資
格

。
保
安
学
校
は
昭
和
3
1
年
4
月
2
日
以

降
生
ま
れ
た
者
で
高
校
卒
業
者
ま
た

は
来
年
卒
業
見
込
み
の
者

。
大
学
校
は
昭
和
3
4
年
4
月
2
日
以
降

生
ま
れ
た
者
で
高
校
卒
業
者
ま
た
は

来
年
卒
業
見
込
み
の
者

▼
試
験
日

。
保
安
学
校
　
1
1
月
2
5
日

。
大
学
校
　
　
1
1
月
2
4
日
・
2
5
日

▼
申
込
み

9
月
2
6
日
～
1
0
月
9
日
ま
で
に
海
上

保
安
署
及
び
人
事
院
地
方
事
務
局
ま

で
宅
地
建
物
取
引
主
任
者

試
　
　
験

▼
受
付
期
間
　
9
月
3
日
～
9
月
7
日

▼
申
込
場
所
　
土
木
事
務
所

▼
試
験
日
　
　
1
0
月
2
1
日

問
い
合
せ
は
各
土
木
事
務
所
ま
で

郵
政
職
員
募
集

九
州
管
内
の
郵
便
局
の
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

▼
募
集
期
間
　
9
月
1
日
～
ｌ
川
首

▼
試
験
日
　
　
1
0
月
7
日

く
わ
し
い
こ
と
は
折
尾
局
ま
で

9月分し尿汲取予定日

1日　頃末、鯉口区、猪熊

3日　頃末、唐熊県住、鯉口、猪熊

4日　唐熊県住、鯉口、御輪地、猪熊

5日　鯉口、御輪地、：垣添、猪熊（入柳

地区）

6日　新生衝（山ノロ団地）、頃末（15、

25区）車返し、緑風園、中央区、

古賀、新生街

7日　頃末（18区）、松栄荘、緑風園、

中央区、川端、県道筋

8日　美吉野、川端通り、県道筋、机、

古賀、松栄荘

10日　頃末（5、12、13区）、美吉野、

片山、宮尾、ヌメリ石、伊左座、

立屋敷

11日　頃末（5、12、13区）、美吉野、

大橋、月夜待、商店街、本村、下二

12日　頃末（6、11、14区）、高松区、

古賀区、下二町住、二町住、車返

し、二

13日　頃末（6、11、14区）、吉田団地、

宮尾、御輪地、宮ノ下社宅

14日　吉田団地、机社宅、樋口卯月

17日　吉田団地、樋口

18日　二、下二、猪熊

19日　吉田本村、伊左座

20日　みずほ団地、猪熊町住

21日　古賀県住、みずほ団地、幼稚園通
り

22日　幼稚園通り、梅ノ木区

25日　梅ノ木区

26日　古賀区（梅ノ木団地側）

27日　古賀区（梅ノ木団地側）

お　　　礼‥一
香典返しとして次のかたから社会福祉協議会にご寄贈が

ありました。ご冥福をお祈り申し上げます。

猪熊　　故渡辺　トミ殿　　渡辺幸代子殿
下二　　故黒瀬キクヱ殿　　黒瀬．誠一殿
吉田二　故井崎　浅一殿　　井崎ヒロヱ殿
みずほ団地　故大山剛殿　　大山　昭一殿

小田又蔵先生（頃末、内科医）から福岡市に転居するに
あたり　◆地元に役立て下さい、とこ寄附がありました。

あ　なた　の役場です　　電話（201）432五番
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